
別添（議事録様式） 

 

令和７年度志木市立志木第三小学校 第３回 学校運営協議会議事録 

 

１．開催日時 

  令和７年１０月１６日（木） １０：３０～１２：００ 

  ※９：２５～１０：１０は学校運営協議委員による授業参観を実施した。 

 

２．会場 

  志木市立志木第三小学校 ランチルーム 

 

３．出席者 

  会 長：宮原 一 

  委 員：髙橋 敏治郎・市川 裕美子・中田 裕規・尾崎 浩代 

      嘉永 秀恒・大賀 香・岡 和香子（志木第三小学校 校長） 

  事務局：金山 和生（志木第三小学校 教頭） 

 

４．内容 

 ①開会 

 ②会長挨拶 

 ③校長挨拶 

 ④議事 

 （１）教育活動の報告及び児童の様子について 

〇校長より説明 

・年度はじめより、教育活動全体を通して「一方向→双方向」というキーワードを職員に

示し、大切にしてきた。双方向を大切にしてきた成果が徐々に出ている。 

・「協働」というキーワードも同様に大切にしてきたところであるが、教員の主体性が多

くの場面で見られるようになり、外部機関と連携した創意工夫のある授業が展開されて

いる。（例：２年の大宮アルディージャ出前授業、４年の福祉、５年のいじめ予防、１・

２年の幼保小の連携） 

・先日の縁日集会では、高学年がリーダーシップを発揮する様子が多く見られた。集会後

の各学年の振り返りでは、関わることで成長している様子が分かるような感想が多く見

られた。また、昨日行われた就学時健康診断では、久しぶりに５年生児童が未就学児を

引率するという形式をとったが、５年生が率先して取り組んでいる姿が見られた。 

・学力向上についてはこれまでの成果を生かしつつ、学習形態の工夫に着手しているとこ

ろである。「ひらめきタイム」という時間を朝休みの時間に設定し、個別学習に取り組

んでいる。また４年生では、スマート教員を活用した少人数指導も２学期より開始した。

学級の児童を２つに分け、担任とスマート教員がそれぞれ T1 として授業を進めている。

さらに、志木中学校教員（コネクト教員）による授業も行っているところである。 

・今後も創意工夫ある授業を展開していく。地域・保護者の皆様のご理解とご協力をお願

いしたい。 

 

〇質疑応答 

・先日開催されたスマート教員研修会で「打合せの時間が足りない。」といった意見を聞

いた。本校では打合せはどのように行っているのか。 



→放課後の学年会にも入っていただき、学年会では優先的にスマート教員との授業の打合

せを行っている。また、「学力向上・少人数指導推進委員会」において、スマート教員

の意見について積極的に取り上げ改善を図っている。 

・第２回の学力向上研修のように１つのテーマをあらかじめ決めておき、そのテーマにつ

いて協議をするといった活動がよいのではないか。 

→頂いたご意見が反映されるよう検討していく。 

→年度当初にそのような活動を行うのが効果的ではないか。 

→すぐに解決策が出るわけではないと思うので、色々と試行錯誤していけばよいと思う。 

・「楽しいは自分でつくる みんなでつくる」という校長の方針は、ぜひ本校のスローガ

ンにしてほしい。 

・外部講師の費用等はどのようになっているのか。 

→市から配当されている予算で賄っている。無料の場合もある。 

・縁日集会のように児童が自らの手で創り上げていくという活動は非常に大切なことだ

と思う。就学時健康診断も５年生にとって貴重な体験になったと思う。 

・児童の振り返りから発達段階に応じて児童が様々なことを感じ取っているのが分かる。

このような児童主体の活動が増えてきて良かったと思う。 

 

 （２）小中一貫教育推進について 

   〇教頭より説明 

・これまで複数回の会議と全教員を対象とした合同研修会を実施してきた。 

・今年度の活動方針は「互いの授業を見合い、学校ごと及び校種ごとによる学習指導の違

いを理解するとともにさらなる連携を図る。」としている。そのうえで、１４の部会を設

置し、全教員が１つの部会に所属している。 

・現在は各部会において立てた計画に基づき、積極的に授業参観を行っている。授業参観

後には、参観者は授業者に授業の振り返りをフィードバックする仕組みとなっている。 

・今後の課題として「今年度の活動を次年度にどのようにつなげていくのか」が挙げられ

る。２月４日に合同研修会があるので、そこで十分に協議を深める必要がある。 

 

〇質疑応答 

・教職員が成果と課題を感じられるように校内で評価をつけてほしい。 

・小中のギャップも大きいと思う。そのギャップを埋められるようにしてほしい。 

・小中のつながりを教員が十分に理解し、９年間を見通した教育活動を展開してほしい。 

 

 （３）その他（教頭） 

・本校の不登校対応について 

・「公文書及び情報管理 校内規定」及び「公文書及び情報管理 取扱詳細規定」の改訂について 

 

（４）事務連絡 

    ・今後の予定について 

 

 ⑤閉会 


